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図 2: 待ち時間のグラフ 図 3: 拡大図
図 2から s1-s5、2、4、5が現状のタイミングよりいい
結果が得られた。その中でも s4は車と歩行者の待ち時
間のバランスが良く、歩行者より車の台数のほうが多い
中で車の待ち時間のほうが右画することができた。さら
に、すべてのパターンの中で自転車の持ち時間も一番短
くなった。
4 おわりに
本研究では、カラーペトリネットを用いたので、規模
が小さく見やすいモデルを作成、複数車線を考慮した実
際の交通流を実現することができた。今後の課題として
は、より複雑な交差点や複数の交差点を考慮して、連動
させた交差点のモデル化を行うことである。
